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主な出来事 

 4/17 第 41回福岡県剣道連盟武道大会               福岡武道館
  3月11日に発生した東日本大震災を考慮し、『武道祭』を『武道大会』と改め 剣道、

居合道、杖道及びなぎなたの剣士約450名が福岡武道館に集まり元気に開催された。 

  日本剣道形から始まり、各種の形、杖道の部、居合道の部、異種試合、剣道個人試合の

部が順次実施され夕刻無事終了した。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

五輪書の中に「千日の稽古を鍛とし、万日の稽古を錬とす」と言う言葉がある。これは

一つの道も稽古を 3 年続けるのを「鍛」という。30 年続けるのを「錬」と武蔵は言って
いる。どんなことでも、そのことを 30年以上続ければモノになる。という教訓です。 
何事も「はじめる」ことはやさしいのですが、それをずっと「続ける」ことはむずかし

ものです。どうして、続かないのでしょうか。途中で飽きてしまう、または困難を感じて

放っぽりだすこともあります。挫折の理由はいろいろです。 
居合の永い修業の間でも、ある程度のところまで進むとやれやれと安心して気が緩み、

苦しい困難を乗りきることが出来ずに途中挫折をした方がたくさんいる。「あの時続けて

いればなぁ」と良く聞く。 
何事も続けることによって「成る」。大切なのは才能ではなく根気である。自分を鞭打

ちながら続けるという自己支配力がポイントです。日常のささいなことでも、「やると決

めたら続ける。」この続ける気力のことを根気と言うのでしょう。 
「世の中のことはすべて根気しごとである。根気の強い者が最後の勝利をえる」 

 

  重信流詰合を演武する 
堺先生と川路先生 中和流短剣術を演武する 

江藤栄子先生友子先生 



                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5･6月の予定 

5/ 2(月)  第107回全日本剣道演武大会                   京都市 

5/ 3(火)  八段審査会・称号審査会                     京都市 

5/15(日)  居合道部理事会・総会                     大濠会館 

6/ 5(日)  第44回福岡県居合道大会                   福岡武道館 

6/12(日)  福岡県居合道講習会                   アクシオン福岡 

  

  

居合道の演武をされる先生方 
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